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未来を見据えた社会基盤の創造

950 60,450

埼玉の活力を高める道路ネットワークの構築

前年額 2,319,500 35,000 2,284,000

決定額 2,379,950 15,000 2,364,000

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比諸 収 入 県　債

　安全で円滑な道路交通の実現を図るため、現道拡幅や
バイパスの整備による橋りょうの架換や新設を行い、道
路ネットワークの構築を図る。

　橋りょう架換費（指定経費）　　2,379,950千円

（１）事業内容
　　　安全で円滑な自動車交通を確保するため、耐久性の不足や耐震性の劣る老朽化した橋りょう、河川改修事業や
　　道路改良事業に係る橋りょう、並びにバイパスの整備に伴う新たな橋りょう等の新設及び架換えを行う。
　
（２）事業計画
　　　一般国道463号[建武橋](入間市)外32箇所
　
（３）事業効果
　　　広域的な幹線道路ネットワークの構築や老朽化した橋りょう等を適切に更新することにより、地域の交流の活性化
　　や輸送の合理化に伴う経済活動を促進し、自転車と歩行者の安心安全を確保して、豊かな地域社会の形成に寄与す
　　る。

２　事業主体及び負担区分
(県10/10)

３　地方財政措置の状況
地方道路等整備事業債　充当率90％
交付税措置　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×8.9人＝84,550千円
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令和 5年度予算見積調書 課室名:

説明事業

道路街路課
担当名: 橋りょう担当

内線: 5069 (単位：千円)



 

事業名

単位事業名 予算額 2,377,950千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 79 38 橋りょう架換えに係る旅費

需用費 52 △1 橋りょう架換えに係る消耗品費等

役務費 1,384 170 橋りょう架換えに係る通信運搬費等

委託料 489,976 28,292 橋りょう架換えに必要な委託費
国道463号　建武橋(入間市)外18箇所

使用料及び賃借料 41,009 22,501 橋りょう架換えに必要な用地の借地料
鴻巣川島線　寺家谷橋(吉見町)外9箇所

工事請負費 1,459,450 △99,550 川越日高線　新琵琶橋(川越市)外15箇所

公有財産購入費 88,000 4,000 橋りょう架換えに必要な用地の購入費
春日部久喜線　宮代橋(宮代町)外6箇所

負担金、補助及び交付金 10,000 10,000 橋りょう架換えにおける負担金
国道299号　霞橋(入間市)

補償、補塡及び賠償金 288,000 95,000 用地取得に伴う建物移転補償費
さいたま栗橋線　門樋橋(久喜市)外14箇所

事業内訳書

橋りょう架換費

橋りょう架換費（指定経費）

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 2,377,950千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

合計 2,377,950 60,450

 

単位事業名 予算額 2,000千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報酬 1,372 0 会計年度任用職員報酬

職員手当等 292 0 各種手当

共済費 269 13 職員共済費負担金等

旅費 67 △13 会計年度任用職員の通勤に係る費用

合計 2,000 0

主な内容

橋りょう架換費（指定経費）

主な内容

橋りょう架換費（指定経費）（会計年度任用職員）


